
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

不

在

者

投

票

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

施

設

の

指

選

挙

管

理

委

員

会

担

当

課

（

室

）

定

の

一

部

改

正

目

次

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

救

急

病

院

の

指

定

医

療

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

更

新

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

辞

退

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

等

の

指

定

長

寿

社

会

課

○

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

の

指

定

〃

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

〃

〃

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

及

び

就

任

届

耕

地

課

○

平

成

二

十

八

年

度

砂

利

採

取

業

務

主

任

者

試

験

河

川

課

の

実

施

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

道

路

の

位

置

の

指

定

〃

岡

山

県

公

報

平成２８年９月２日 第１１８１８号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
六
号

次
の
病
院
は
、
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
に
規
定

す
る
救
急
病
院
で
あ
る
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

児
島
聖
康
病
院

所
在
地

倉
敷
市
児
島
下
の
町
一
〇

三
七
四

－

二

有
効
期
限

平
成
三
十
一
年
九
月
十
三
日

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
九
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２８年９月２日　岡山県公報　第１１８１８号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

薬
局
福
寿

倉
敷
市
西
坂
一
四
八
〇

一
五

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日

－

ハ
ー
ト
薬
局
中
庄
店

倉
敷
市
松
島
一
一
五
二

一
九

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日

－

き
た
ぞ
の
薬
局
東
一
宮
店

津
山
市
東
一
宮
五
五

五

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日

－

平成２８年９月２日　岡山県公報　第１１８１８号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
八
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

更
新
年
月
日

倉
敷
な
か
し
ま
薬
局

倉
敷
市
中
庄
二
五
四
三

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日

平成２８年９月２日　岡山県公報　第１１８１８号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
九
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

く
に
と
み
薬
局

倉
敷
市
玉
島
中
央
町
一

二
三

一

平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日

－
－

山
本
薬
局

真
庭
市
下
市
瀬
一
二
七
七

一

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日

－

平成２８年９月２日　岡山県公報　第１１８１８号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
十
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
第
一
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

２

所
在
地

岡
山
県
井
原
市
高
屋
町
一
二
八
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
第
一
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

２

所
在
地

岡
山
県
井
原
市
高
屋
町
一
二
八
番
地
一

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
七
〇
〇
八
六
〇

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

福
祉
用
具
貸
与

特
定
福
祉
用
具
販
売

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売

平成２８年９月２日　岡山県公報　第１１８１８号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
十
一
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

森
本
整
形
外
科
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

２

所
在
地

岡
山
県
井
原
市
上
出
部
町
四
七
三
番
地

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

医
療
法
人
平
允
会

２

所
在
地

岡
山
県
井
原
市
上
出
部
町
四
七
三
番
地

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
七
〇
〇
八
五
二

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援

平成２８年９月２日　岡山県公報　第１１８１８号



〔
三
七
四
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
家
庭
環
境
の
会

三

代
表
者
の
氏
名

石
原

宏
明

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
一
丁
目
一
番
八
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
子
育
て
を
行
っ
て
い
る
家
庭
を
中
心
に
、
主
に
住
宅
に
関
す
る
事
業
を
行
い
広
く

社
会
に
寄
与
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

平成２８年９月２日　岡山県公報　第１１８１８号



〔
三
七
五
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
六
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
総
社
商
店
街
筋
の
古
民
家
を
活
用
す
る
会

三

代
表
者
の
氏
名

金
丸
由
記
子

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

総
社
市
総
社
三
丁
目
五
番
八
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
地
域
社
会
に
対
し
て
、
岡
山
県
総
社
市
の
総
社
商
店
街
筋
に
残
る
古
民
家
（
空
き

家
）
の
保
存
・
活
用
と
文
化
芸
術
の
伝
承
等
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
人
と
人
、
人
と
地
域
が
つ
な

が
っ
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
の
種
類
及
び
特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類

平成２８年９月２日　岡山県公報　第１１８１８号



〔
三
七
六
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

那
岐
池
土
地
改
良
区

二

退
任
及
び
就
任
役
員

退
任
役
員

就
任
役
員

理
事
監

住

所

氏

名

氏

名

事
の
別

久
永

茂

久
永

茂

勝
田
郡
奈
義
町
滝
本
一
四
九
四

一

理

事

－

渡
邉

吉
幸

渡
邉

吉
幸

〃

〃

〃

一
七
〇
三

一

〃

－

植
月

貴
男

植
月

貴
男

〃

〃

〃

七
三
一

〃

頼
實

典
夫

頼
實

典
夫

〃

〃

荒
内
西
五
七
三

〃

杉
山

正

杉
山

正

〃

〃

〃

五
八
〇

〃

花
房

光
信

花
房

光
信

〃

〃

中
島
西
二
〇
〇

〃

花
房

薫

〃

〃

〃

一
九
四

一

〃

－

花
房

芳
視

〃

〃

〃

〃

〃

鷹
取

敏
文

鷹
取

敏
文

〃

〃

中
島
東
六
六
二

〃

長
尾

隆
大

長
尾

隆
大

〃

〃

柿
三
九
九

〃

小
坂

俊
三

小
坂

俊
三

〃

〃

久
常
二
〇
八

〃

福
永

孝
雄

福
永

孝
雄

〃

〃

広
岡
七
二

〃

中
務

和
人

中
務

和
人

〃

〃

〃

一
〇
九
〇

〃

森
藤

和
義

森
藤

和
義

〃

〃

豊
沢
三
七
三

〃

森
安

宥

〃

〃

〃

五
九
九

五

〃

－

森
安

道
郎

〃

〃

〃

八
一
四

〃

内
藤

博
史

内
藤

博
史

〃

〃

宮
内
一
四
五

〃

安
藤

剛

〃

〃

中
島
西
八
八
七

監

事

安
藤

政
宏

〃

〃

〃

九
九
七

一

〃

－

粟
井

忠
義

粟
井

忠
義

〃

〃

広
岡
一
二
七
一

〃

鷹
取

渡

鷹
取

渡

〃

〃

中
島
東
四
八
一

〃

平成２８年９月２日　岡山県公報　第１１８１８号



鈴
木
萬
佐
福

〃

〃

豊
沢
四
三
六

〃

有
元

福
治

〃

〃

〃

四
三
五

〃

平成２８年９月２日　岡山県公報　第１１８１８号



〔
三
七
七
〕
砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
八
年
度
砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

試
験
場
所

岡
山
市
中
区
西
川
原
二
五
五
番
地

お
か
や
ま
西
川
原
プ
ラ
ザ

別
館

第
七
会
議
室

二

試
験
期
日

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
一
日
（
金
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

三

受
験
願
書
の
受
付
期
間

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
十
月
二
十
一
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
郵
送

又
は
信
書
便
の
場
合
は
、
同
日
の
消
印
又
は
通
信
日
付
印
が
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
る

）
。

四

受
験
願
書
の
提
出
先

郵
便
番
号

七
〇
〇

八
五
七
〇

－

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
土
木
部
河
川
課

五

受
験
手
数
料

八
、
〇
一
〇
円
（
受
験
願
書
に
相
当
額
の
岡
山
県
収
入
証
紙
を
貼
り
付
け
て
納
付
す
る
こ
と

）
。

六

そ
の
他

１

受
験
願
書
等
及
び
試
験
実
施
案
内
書
は
、
岡
山
県
土
木
部
河
川
課
、
各
県
民
局
建
設
部
（
各
地

域
事
務
所
を
含
む

、
岡
山
市
下
水
道
河
川
局
下
水
道
河
川
計
画
課
及
び
倉
敷
市
建
設
局
土
木

。
）

部
土
木
課
で
交
付
す
る
。

－
－

２

受
験
手
続
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
岡
山
県
土
木
部
河
川
課
（
電
話
〇
八
六

二
二
六

七
四
七
八
）
又
は
各
県
民
局
建
設
部
（
各
地
域
事
務
所
を
含
む

）
に
行
う
こ
と
。

。
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〔
三
七
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

－
－

－
－

総
社
市
秦
字
藤
ノ
木
三
二
九

一
、
三
三
〇

一
、
三
三
一

一
、
久
代
字
山
脇
五
〇
三
六

一
、
五
〇
三
七

一

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

総
社
市
久
代
五
一
二
七

社
会
福
祉
法
人
雪
舟
福
祉
会

理
事

守
安

順
吾

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
五
六
号
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〔
三
七
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
宿
字
前
池
尻
一
〇
二
七

五
、
一
〇
二
八

三

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
中
庄
団
地
六

一
二

一
〇
一
号

－
－

山
口

勝

山
口

紀
子

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
一
四
号
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〔
三
八
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
上
林
字
佳
美
林
五
七

七
、
五
七

八

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
中
央
四
丁
目
二
五

一
〇
一
カ
レ
ラ
ガ
ー
デ
ン
Ｃ
一
〇
八
号
室

－

伊
藤

真
道

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
〇
八
号
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〔
三
八
一
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番

号

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

道

路

の

位

置

（

）
（

）

指

定

年

月

日

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

岡
山
県
指
令
備
中
局

浅
口
市
鴨
方
町
小
坂
西
字
大
内
四
六
六
番

五
・
〇
〇

三
五
・
〇
〇

建
第
二
〇
〇
八
号

一

平
成
二
十
八
年
八
月

二
十
四
日
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
七
十
三
号

平
成
二
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
一
号
（
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

岡

本

研

吾

表
老
人
ホ
ー
ム
の
項
中

「

新
見
市
金
谷
六
四
一

を

新
見
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和

み
の
郷
か
な
や

」

「

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ち
か

高
梁
市
落
合
町
近
似
一
三
二

の
り

六
番
地
一

に
改
め
る
。

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ

高
梁
市
落
合
町
近
似
一
三
二

ス
ち
か
の
り
荘

四
番
地
二

新
見
市
金
谷
六
四
一

新
見
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和

み
の
郷
か
な
や

」
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